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According to S・．Egerod，s system）the mostsimplifiedphonemicwrltlngatthe  

PreSent，there are eight vowelsin Cantonese：／aa／，／a／，／e／，／i／，／0／，／〆／，／u／and  

／y／．Of these，／e／is subdivided according to origin．One type comes from［＊i］，  

and the other ffom［＊a］．／e／combined with the three finals／eq／［e＝g］and／ek／  

【E：k］belongs to the former，and／e／十／zero／【∈：】to thelatter・   

Itis evident that most／eq／words（tzu字）mayalso be pronounced as／iq／  

【eg］，anda halfof／ek／words may similarlybe pronundcedas／ik／［ek］；and／iq／  

Or／eq／as thefirst wordofacompoundconsisting to two words，is more often  

PrOnOunCedas【eg］，Whereas as the second，Or aSaSingle worditis more apt to  

be pronouncedas［E：g］；andsometimes［eg］and［s：g］are usedwithout clear dis－  

tinction．From thisfact，We maySay［e＝g］istheemphaticpronounciationof［eg］  

inthesame phoneme／iq／．And［E：k］issimi1arlytheemphaticfbrm of／ik／［ek】，  

althoughinthiscasethe problemisnotassimpleaswith／iq／・   

／e／＋／zero／maybeexplained as／a／＋／zero／，because／a／is the only phoneme  

Without an ending／zero／．   

Thusif／y／isidentifiedwith／u／，aSinDr．Y・R・Chao’s“CantonesePrimer”，  

and／e／isidentifiedwith／i／or／a／asproposedinthis．paper，Phonemicvowelsin  

Cantonese couldbesimpli丘edintosix‥／aa／（／a／better），／a／（／e／better），／i／，／0／，／〆／  

and／u／．  

1．広東語（Cantonese）は，北方方言（Mandarin），呉方言，聞方言，客家方言（Hakka）   

とならぶ，中国語の重要にして有力な方言である（1）．だから，むしろ中国語の広東方言，   

又は，卑方言と呼ぶべきであるが，ここでは，Cantoneseと英語で呼称されるのを直訳し   

て，広東語と呼ぶ．この方言は，中国の広東省のうち，広州市を中心、とした地域において   

話され，さらにいくつかの小方言に分けられるが（2），ここでは，その標準語と考えられて   

いる広州市および香港（3）ではなされる言語を対象とする．  

広東語は，中国語の一方言であるけれども，北方を山脈で，東方，南方を海でさえぎら   

れた広東省の地形が閉鎖的であったため，北方中国語から恒常的な影響を受けて変化する   
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ことがなく，現代においては，中国語の標準語である北方万言とはかなりはなはだしい差   

異を生じている．そこで，北方方言の一変態としてではなく，別の音韻組織を考える必要   

があるのである．  

きらに，広東語が，北方万言と別に研究されるのは，つぎのような事情もある．そのひ  

とつは，広州が，中国において古くから西方貿易の中心地であって，たえず外国人が来航   

し，ことに，16世紀に，ポルトガルが漠門を，19世紀に，イギリスが香港を得て，植民地   

としたこと，きらには，在外華僑の多く，とりわけアメリカ華僑は，ほとんど広東省出身   

であることなどによって，外国との接触が多く，実用上の必要から，ヨ←ロッパ人に研究   

きれており，現在でも，中華人民共和国と中華民国が，標準語運動をおしすすめているに   

かかわらず，香港，湊門の二つのヨーロッパ植民地では，広東語で教育しているという事  

実があって，北方方言とは，別の言語のようにして，外国人には，あつかわれて釆た．   

また，北方方言から恒常的な影響を受けなかったため，北方方言が変化したあと，古い   

中国語の痕跡をよくとどめ，特に韻母（丘nal）において，隋唐（7～10世紀）時代に編輯   

された韻書の体系を比較的よく保存していることは，古代中国語の研究者にとって，好資  

料となるためである．  

2．ここで取り上げたい問題は，広東語の韻母（final）のうち，主母音（main vowel）  

の音素（phoneme）／e／についてである．   

広東語の母音（voⅥ▼el）の特徴は，中国語の標準語たる北方方言と比べて，つぎのよう  

なところにある．  

1）母音に長短の区別があり，その長短によって，陰声母（unaspirated and voiccless  

initial）の入声（entering tone）では，高調と中調とに分かれる（4）．   

2）介母（middle vowel）がないこと．したがって，広東語の音節は，すべて，I（Initial）  

＋Ⅴ（Vowel）＋E（Ending）というかたちで処理できる．   

広東語の発音表記については，中国・欧米の学者によって，いろいろこころみられ，そ  

れは，ある意味で，広東語の音韻体系を示すものであった．きいしょに，音声学（phone－  

tics）的な反省をともなって表記されたのは，DanielJones and Kwing－tOng Woo：  

“A Cantonese Phonetic Reader，乃 London，1912．であろう．その後，黄錫凌（S．L．  

Wor唱）氏が，1941年に≠卑音韻彙ク という漢字一字一字の広東音字典を著わした．これ  

は，現在のところ，もっとも信頼できる発音字典だと思われるものであるが，その標音は，  

寓国音標文字で発音も表記しながら，いくらか音韻論（phonology）的な解釈が加わって   
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いる．ただし，以下，漢字音の用例をあげるときには，こ 

さらに．Y．R．Chao（趨元任）博士の りCantonese Primer”では，いくらか音素論  

（phonemics）的な解釈を加えて，声調（tones）もいっしょにふくめる表記法が使用された．   

これに対して，音声学的な観察をもととして，Chao博士のC．P．の表記を批判しつつ，   

新しい表記法を主張したのが，K．M．A．Barnett“A Transcription for Cantonese－  

Notes on Mr．Yuen Ren Chao，s㍍CantonesePrimerM B．S．0．A．S．XIII－3，London，   

1950．であって当面の問題にする広東語の韻母（丘nal）について，音声学的に整理して作成   

された表があるので，それをつぎにあげよう（6）．  

L M S L  S L L S／L S L′  L L   
q：   a  a  E：   I  l：  y；  0ニ  0  〇：  u：n  

Oy  〇：I u：I  

l：U  Ou  

l：m  

i：n y：n On  6：n  u：n  

O（Eg Ug  〇：g  

i：p  

i：t y：t Ot  6：t  u：t  

o（℃k uk  〇：k   

q：I  al  el   

q：U  えu   

q：m am   

q：n an  

q：ヨ  かg a‡） E：g Ig  

q：p ap  

d：t  at  

q：k aノk ak E：k   

L＝長音；M＝中間音；S＝短音  

このうち，a，a，E，Ⅰ，0（いずれも短音）は，助辞（particle）にしかあらわれない．この  

表は，おそらく，管見の及ぶかぎり，いちばん，こまかく分けた韻母表であると思われる．  

そのほか，陳慧英・白腕如≠広州音和北京音的比較ケぐ方言和普通語叢刊〃第一本，北  

京，1958）pp・9～10，豪家靡等 ≠漢語方言概要〃 p・183 の韻母表も，音声学的記述で  

あるが，Barnett と基本的には，いっしょである．これらと Barnett の韻母表とのちが  

いは，助辞にしかあらわれない韻母をはぷいたほか，【A】と【a］と合併し，［d】と【〇】と   

を合併しているのが，主な点である．もちろん，表記のちがいも，いくらかある．たとえ   

ば，【0（£g］のごときは，【∝：り】とあらわされる．   

さて，このような韻母を音素論（phonemics）的に，整理して，ローマ字化するのに，  

Barnett氏自身の試案もあり，それにいくらか修正を加えて，実用化したのが，K・P・K・  

Whitaker：㍑1200Ghinese Basic Characters，乃London，1958．およびS・L．Wongの  

遺著“Cantonese ConversationGrammar，”HongKong，1963．（以下C・C・G・と略称）  

の採用した表記法である．   
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わが国では，藤堂明保，（7）松本一男，（8）頼惟勤（9）の諸氏によって，試論が出きれている  

が，いずれも介母を用いて解決しようというのが，広東語の音声とはなれる結果となり，  

賛成しがたい．   

音素論的にもっともよく整理したと思われるのは，Chao氏の指導を受けたといわれる  

S4renEgerod氏の説であり，かれは，その著“The Lungtu Dialect”（隆都方言），  

Copenhagen，1956，p・12において，標準広東語（Standard Cantonese）の音素表記  

（phonemic writing）を，つぎのようにあらわした．ここでは，声母（initial）をはぶき，  

韻母のみをあげる．  

FinalConsonants（Ending）   

／p／  ／m／   

／t／  ／n／  

／k／  ／q／tg】  

Vowels and vowelclusters  

／y／［y：】   

／i／【e】［i：】  

／〆／r〆】r（£：】   

／e／【E：】  

／u／【0］ru：］  

O r〇：】  

／a／【え】  

／aa／［え：］  

／i／ispronohnced［e】before／k／，／q／，and〃／，andispronounced［i：］before／p／，  

／m／，／n／，／w／，and／zero／．  

／u／ispronounced［0】before／k／，／q／，and／w／，andispronounced【u：］be丘）re／t／，  

／n／，勅and／zero／．  

／〆／ispronounced［〆］befbre／t／，／n／，andLi／，andis pronounCed［∝：］befbre／k／，  

／q／，and／zero／．   

これは，相当に整理きれた音素表記であるが，なお，いっそう整理の可能性はある．た  

とえば，／y／と／u／【u：1とは，Chao博士のC．P．p．22では，ひとつの“u”で表記さ  

れ，  

u（…；ヨ  

Afterlabials（exceptm）andwheninitial  

Afterotherintials（except ng）  

とある．この条件は，E酢rOd氏の条件と，相い侵さないから，そのまま，適用できるは  

ずである．それはさておき，ここで論じようとするのは，このなかのノe／【E＝】というpho・  

nemeが，どういう性格を持つかということである．  

なお，以下の表記は，Egerod氏の音素表記を使用する．   
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3．／e／［E：］は，Barnett氏の韻母表に見られるごとく  

／e＋zero／，／eq／，／ek／  

と，そのEndingは，3つにかぎられる．これは，他のVOWelにくらべて，すくない．  

ということは，／e／が，がんらい，独立していないPhonemeであったことを予想させる．   

そこで，／eq／，／ek／に所属する漢字について，C・S・P・P・C・（p・21）で調べてみると，／eq／  

には，つぎの41個の漢字がある．   

／eq／［E（：）g】餅，柄，病，庁，釘，項，定，精，井，浄，正，鄭，驚，頸，鏡，軽，  

粛，影，塞，綾，領，嶺，親，名，命，乎，瓶，星，脛，醍，姓，聾，成，城，聴，  

靡，艇，育，清，晴，請．   

そのうち，実に35個の字が，同じ吾（pp．28－30）の／iq／［ig］（Barnett［Ig］，Egerod［eg］）  

にも所属し，  

鄭，頸，鏡，綾，観，靡．  

の6個のみが，／iq／のなかに見当たらない．ただし，このなかでも，あることばは，／iq／  

となることもある．  

観／1eq／（うつくしい）－i観仔／1iq caj／（ハンサムボーイ）   

この区別について，陳慧英・白腕如は，  

“文語宵がeg（すなわち／iq／）韻の字は，口語帯はEg（すなわち／eq／）韻である．た  

とえば，‘命，の文語音はmeg（／miq／）で，口語音はmEg（／meq／），‘聴’の文語音は t‘eg  

（／thiq／），口語音はt‘eg（／theq／），‘浄’の文語音はtscg（／ciq／），口語音はtseg（／ceq／）であ  

る．広州のEg（／eq／）韻の字はばとんど全部口語音で，ほんのすこしのEり（／eq／）韻だけ  

が，文語育と口語音の区別がない．たとえば，‘鄭，ts∈g（／ceq／）がそれだ”．   

と述べている．   

これによれば，一見，文語音／iq／が口語音で／eq／になるようであるが，そうとはかぎ  

らない．口語でも，同じ文字が／eq／と／iq／と発音されるばあいがある．たとえば，さき  

ほど，陳・白両氏によってあげられていたや浄〃についていえば，  

浄係／ciqhqj／（11）（ただ…だ），－A乾浄／konceq／（12）（清潔な）  

と，C．P．のなかでも，二つの発音が表記きれている．そういう例をいくつかあげれば，  

声音／siqjam／（こえ）（13）⊥一声Ljat seq／（ひとこえ）（14）  

城市／siqsi／（まち）（15）・j省城／saaq seq／（省城，広州市のこと）（16）  

成日／siqjat／（一日じゅう）（17）⊥迫成／pikseq／（むりやりにさせられる）（18）   
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精神／ciq san／（元気がある）（19）⊥好精／howceq／（たいへん気がきく）（20）   

のようなものがある．これらの例は，いずれも，C．P．か C．C．M．のなかからぬき出し   

たもので，口語として用いられているものである．  

これらの例から，ひとつの傾向がみちびき出される．それは，  

1）二字の熟語の上の字は，／iq／になりやすく，下の字は／eq／になりやすい．   

2）一音節で，独立して用いられるときは，／eq／になる．たとえば，一≠声〃，好≠精〃な  

どがその例である．≠声〃は，そのほか，擬声語のあとに，たとえば，≠囁嘆声0／pampam  

Seq／（爆弾の破裂音），≠胡胡声ケ／wuwuseq／（飛行機の爆音）などのように用いられると，  

／seq／になる（21）．また，好≠精〃の好は，≠たいへんク（北京語，根）にあたる副詞であって，  

このとき，≠精〃は一字の形容詞として用いられているのであるL．≠鄭〝がつねに，／ceq／と  

発音きれる（上述）のは，この字が，ほとんどいつも，姓として，単独に使用されるため   

であろう．  

以上の傾向があることに注意すれば，このばあい，／eq／は，／iq／と意味上において区別  

をもつものでなく，むしろ，／iq／がその字の占める位置（position）によって強調（em－  

phasis）されたものと解釈できるように思う．もっとも，／iq／を持つ語が，以上の位置  

（position）をとれば，必ず／eq／となるというのでなく，／iq／をそのまま保持するものも  

あるが，、しかし，そのばあい，それを／eq／と発音しても，別の音素と解釈して，意味上  

の混乱を釆たすことのない点からいっても，意味を区別する単位としての音素という性格   

を持たない．   

つまり．／eq／は，／iq／の口語における強調（emphasis）と考えられるのである．広東語  

において，短母音が，口語における強調において，長音化する傾向は，／a／と／aa／のあい   

だにも見られる．たとえば，  

生命／saqmiq／（22）一先生／sinsaaq／（23）  

の≠生クの字がそれである．これについても，陳慧英・白腕如は，／saq／を文語音，／saaq／  

を口語育とするが，（24）上例によれば，そうとはかぎらない．  

つぎに，／ek／も，／eq／と同じように解釈できるかといえば，これは，／eq／：／iq／のよう  

な関係のほかに，別の要素，つまり声調（tone）の問題がからんで来て，やや複雑である．  

ここで，C．S．P．D．C．によって．【E（：）k］すなわち／ek／韻母を持つ漢字をあげよう．  

壁 笛 濯 績 述 脊 帯 隻 只 英 拓 琉 節 吃 履 劇 疲 弊 錫  

石 項 祐 師 錫 尺 択 赤   
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このうち，  

壁 続 迩 脊 滞 英 療 帝 錫 赤  

の10字は，／ik／［ik］に見える．これらは，／eq／のばあいと同じように，／ik／の強調と考え  

られる可能性がある．   

つぎに，のこり17字について，隋唐時代の韻書では，どうあつかわれているか，この時   

代の音韻体系を反映するといわれる広韻（1008年刊行）によって，調べてみよう．   

笛 躍→入声二十三錫，徒歴切，同音の字，荻，秋，敬，窄etc，（C．S・P・D・C・／tik／）   

隻（只一隻の略字）拓 按 原叫入声二十三昔，之石切，同音の字，英，択etc・  

（C．S．P．D．C．／cik／）  

吃叫入声二十三錫，苦撃切（撃C．S．P．D．C．／kik／）  

履 劇→入声二十阿，奇逆切（逆C．S．P．D・C．りik／）   

右 裾 柘 厨一入声二十二苦，常隻切（隻，上を見よ）   

錫－一入声二十三錫，他歴切，同音の字，逝，憫，別，暢etc．（C・S・P・D・C・／thik／）   

尺 択（尺と同音）一入声二十二苦，呂石切，同音の字，赤（C．S・P・D・C・／chik／）   

これから見ると，C．S．P．D．C．で／ik／を持たない字も，  

1）笛，隻，錫，尺のように，広韻で同音の文字が．／ik／という韻母を持つものか，   

2）吃，尾，石のように，反切下字が，／ik／を持つものか，   

であることがわかる．つまり，現在，／ik／という韻母を持たない字も，がんらい／ik／を  

持っていたろう，そして，おそらく／ik／から変化して釆たものであろうと，想像される．  

ただし，／ek／と／ik／とのあいだに，現代の広東語で，／eq／と／iq／のような字の位置に  

ょって変化するひとつの憤向がみとめにくいので，／eq／のように，／iq／の強調とは，きめ  

がたいところがある．   

それともうひとつ，広東語では，P，t，kという子音韻尾（consonant ending）を持つ  

もので，主母音（main vowel）が，短音のものは，高調1【55］，主母音が，長音のもの  

は，申調」【3礼 という声調（tone）になるのが，ふつうで，／ik／［Ik】短母音では，高調，  

／ek／【E（：）k］長母音では，申調となる字がある．たとえば  

壁／pik「／⊥／pek」／  

続／zik「／⊥／zek」／  

努／phik「／Lj／phek－1／（25）  

がそれである．これらは，主母音の変化にともなって，自然に声調も 変化したようである．   
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なお，この／ik／のうち，＊脊，府，蹄，鶴，＊英，既（以上，／cik／），＊赤（／Chik／），＊錫，  

褐（以上／sik／）が中調を持つのは，異例であるが，そのうち，＊印の字は，前述のごとく，  

／ek／を同時に持つ字である点，注意されてよい．   

これらは，がんらい高調であったのが，／ek／韻母を持って，中調になったため，類推に  

よって，／ik／も中調となったものか，あるいは，C，Ch，Sという，口蓋音（palatal）（26）が，  

／i／にひびいて，長音のような性格を持ち，中調に転じたものであろうか．いずれにして  

も，／ik／の中調がc，Ch，Sという口蓋音につづくぼあいのみ，生じていることは，注意  

すべきであろう．   

このように見て来ると，／ek／は，／ik／から分かれたものであるが，／eq／と／iq／のよう  

に，一つの音素が，強調されたときの形というように，いいがたいようである（27）．といっ  

て，／cik／≒／Cek／，／chik／≒／Chek／，／sik／≒／sek／のように，両方のあいだを動揺している例  

もあって，二つの音素がはっきりと，意味上のちがいを示さぬことも多い．／ek／は，／ik／  

の特殊なばあいと考えて，独立の音素とせず，なにかの記号を加えて示し，いわゆる変音  

（changed tone）現象と同じようなとりあつかいでよいのでなかろうか．   

さて，／e／を持つ韻母／e／，／eq／，／ek／のうち，／eq／，／ek／は，／iq／，／ik／から分かれ，／iq／，  

／ik／と解釈し得ることを示した．それでは，／e／＋／zero／はどうであろうか．／e／＋／zero／は，   

そのほかの二者とちがい，／i／と関係しない．／e／に所属する字は，中古音において，麻韻   

開口三等韻に属する（＊主a）字である（28）．麻韻開口二等韻（＊a）は，現代広東語では，／aa／   

となる．そこで／aa／が，介母“主”を吸収して，せまくなり，【E：】となったと考えられる．   

いま，／a／＋／zero／という音素を見ると，Barnett氏は，助辞（particle）のみにあるとい  

い，他の多くの学者は，Barnett 氏にもとづく C．C．G．をも含めて，空欄とする．他の   

Vowelの音素が，Ending／zero／をとるのに，／a／だけが欠けるというのは，ここにおぎ  

なうべきものが，ほかにまぎれているのではないだろうか．つまり，／e／＋／zero／rE：】がそ   

れである．   

4．広東語の／e／は，がんらい別の起原を持つ，／e／＋／zero／と／eq／，／ek／とが別のみ  

ちをたどって，よりあつまったものである．そして，／eq／，／ek／が，／iq／，／ik／とそれほ  

どはっきり区別が意識されていないこと，特に／eq／と／iq／とでは，位置による強調関係  

と思われるものが存在するところから，別の音素（phoneme）とするより，【∈：g］は，／iq／  

のひとつの形とすべきで，／ek／は，なお問題が存するが，同じようにあつかえる可能性が  

あること，このようにこの二つ【E：9］，［∈：k】を／iq／，／ik／の特殊な形態と考え，／e／＋zero   
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【E：】を，／a／＋zeroと解釈すれば，／e／という音素はなくなる．かくして，広東語の主母音  

の音素は，  

／aa／，／a／，／i／，／0／，／〆／，／u／   

という六つとすることができるのではあるまいか．もし，／aa／を／a／，／a／を／e／と書き   

なおせば，（呵  

／a／，／e／，／i／，／0／，／〆／，／u／   

とすることができよう．  

（1964年8月）  

（附記） これは，アジア経済研究所の海外派遣員として，≠華僑の生活形態〃 という研究題目のもと，  

1960～1961年ホンコンで調査にたずさわった成果の一部である．【eg】と【8：9】が，位置による変化らし  

いことは，そのとき，実際に耳によって感じたが，この論文では，主観的解釈とのそしりをきけるため，  

書証を主としてあげることにした．【ek】と【6：k】も，わたしの感じでは，同様の現象と思われるが，確  

信が持てぬので，強調しなかった．広東語を母語とする人によって，調査きれることを期待する．   

注（1）王力：中国語文講話，北京，1950による．ただし，現在の多くの学者は，1）北方話，2）呉  

方言，3）湘方言，4）肴方言，5）客家方言，6）卑方言，7）関南方言，8）関北万言のような分け方を  

する（義家辟等著≠漢語方言概要0北京，1960）．李万桂（㍑Language and dialect”，The China Year  

Book1937issue，third of Publication，小川環樹訳≠支部における諸民族の言語と方言〃支那学  

4）およぴ，Y．R・Chao（〃Cantone5e Primer”pp．4～5）もこれに近い．   

注（2）蓑家騨等訪誠 によれば，1）卑海系，2）欽廉系，3）高富系，4）四邑系，5）桂南系に分け  

られ，広東省方言調査指導組編≠四呂人学習普通話手珊〃（広州，1958）では，広束省の方言地域を八  

つに分けているが，そのなかには，客家万言，聞方言（海南，潮州）に属するものがふくまれるから，  

それらをのぞき，1）四邑，2）四禽，3）常州，4）高州，5）北海に分けられている．この五種の万言は，  

ほぼ，前者の2），3），4）に相当し，このなかに，療準語たる卑海系，広西省で語られる桂南系は，は   

いらない．   

注（3）黄錫凌（S．L．Wong）：≠唇音韻彙Q（りA Chinese Syllabary Pronouced According to the  

Dialect of CantonM，以下 C．S．P．D．G．と略称）上海，19年1，P．2 ㍉総是以広州話倣模倣的標準，広  

州語音当然就足卑語的榛準音了．香港所説的卑語和広州投有分別0．Y・R．Chao（趨元任）：“Cantonese  

PrimerH（以下C．P．と略称する）Cambridge，Mass．1947，p・6“Since the dialect of Canton City  

has con5iderableculturalprestlgeandisregarded moreorlessas thestandardformofCantonese，  

itis the usualfbrm ofCantonese fbreigners or Chinese 丘om other provinces would expect to  

learn．It may be notedthat，Whilethe fbrmofCantonesechanges moreand moreas onetravels  

south from Canton down the Canton－Kowloon Railway，the dialectin Kowloon and Hongkong  

is nearer to that ofmetropolitan Canton than to those ofthe neighboring districts・”   

注（4）李方桂：蕗id．；Y．R．Chao C・P．p・240・もちろん，少数の例外はある．その例は，以下の文  

にもあらわれる．   

注（5）日本語訳本あり．魚返善雄訳≠広東語の発音か束京，1942．   
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注（6）鼠S・0・A・S・ⅩⅠⅠⅠ，p．732   

注（7）藤堂明保‥≠中国語音韻論〃，東京，1957，p．130   

注（8）松本一男‥≠広東語の音系〃（中国語学研究会編≠中国語学事典〃東京，1958，p・167）   

注（9）頼惟勤：≠広束語の音韻論について〃，中国語学70，1958，1月，pp．3～5．   

注8切 除慧英・白椀如抜放p・14・  ノ   

注（用 C・P．p．131，   

注α② 記祓p．189．   

注α⑲ 記粛p．113．   

注灯⑬ 記祓p．115．   

注」摘C・C・G・Ⅰ－2，p．11．   

注仇ゆ 記祓Ⅰ－1，p．25．   

注」用妨抜Ⅰ－1，p．97．   

注α扮 記祓Ⅰ－2，p．103．   

注1吼仁郎IC．P．p．71．   

注伝カ C・C・G・Lesson55に，多く用例があつめられている．   

注橿針 C・P・p．157．   

注¢⑳ 封崗．p．101．   

注餌 陳慧英・白腕知抜抜p．14．   

注¢6）以上3例いずれもC・S・P・D・C．p．21およぴpp．31～32．   

注」姻 Cf・Barnett，ibid．p．726．   

注¢竹 Ending／k／をとるものでも，短母音が，口語の強調されたときに，長母音となる例として，  

≠黒ク という字がある．  

黒龍江／hakluqkoq／（地名，C・P・P・167）一男板／haakpaan／（こくばん，C．P．p．107）  

このときは，長音となっても，申調にならず，高調を保持する．ただし，黄錫凌氏は，C．S．P．D．C．およ  

びC・C・G・において，ともに／haak／音の存在を認めず，Barnett氏は，このばあいの韻母は，【え・k］と  

して，【q：k］，［ak］と区別する．（Barnett：ibid p．732）．   

注¢ゆ 蓑家辟等肋抜p．197．   

注＝銅 王力：≠広州話浅説q北京，1957では，【6】をe，［甘m］をem，［℃n］をen と表記している．  

ただし，【官i】をae，【¢y】をeiと表記するなど，同じ音声に，別の表記を使用したりしている点で，全  

面的には賛成しがたい．   


